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35密樣ご相談窓□一覧表 

修理サービスや製品についでのご相談は磯硬爸をご礎認の上、お超いあげの 
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この取扱説明靈および製品への表示では、製話をままに正し<お使いいたださ、 
あなたや他の人巧への盾害や蔚塵への摸害を宋然じ防止するためじ、いろいろ 
な繪表巧をしています。その表示と顯巧は次のぶラじなっています。巧留をぶ 
く理辭してから本文をお読みください。 

この表おを無視して、誤った取のいをすると、人ガ死亡または靈廣を負 
_ cn ラ巧能性ガ想定さ打る内容を示しています。 

A こ-^^^この喪あぞ無視して、数った取扱しぶすると、人施雲を質う运族ガ想定 
夕でもさ打る内宮および物の摸害のみの発生ガ想定さむる巧容を示しています。 


給表ホの例 


A 

馨 

酸 

導 


A 記吾はを窓巧足す内容があることをまげるをのです。 

図の中に具体的なま意巧容（左図の場合は一般のなを窓）ガ描か 
のています。 

&記号は颖止の巧為であることをちげるをのです。 

図の中や近傍!こ具が的な察比内容（左图①場をはガソリン禁 it ) 
が描かれています。 

©記号は行為を強制したり指示する内宮を當げるをのでず。 
图①中じ異体のな指示巧留（左図の場をは電源フラヴをコンセン 
1- から巧いてください）が括なれています。 



5 •試運超 





1.運起スイツチを押して「入」じして<ださい。 


感ス h — ブはお义動作を開始すると同時に、電磁ボンフの空巧ち音（初度巧時）が数秘します 
ガ装常ではあ0ませ内;。 

® あ]めてお使いじなるときは、廠熱塗料が焼けて煙と興いがでますので換斑を巧つて<ださし、。 
S 9 〜12る間のぞ福燃焼ガ終むると本燃焼(こ切り藝わります。 



2.異常ガなければ、义力調節つまみを「微か」〜「大」 
じ設淀してくだちい。 

◎冀①状態は、觀いおの中じいく5なの頭色い黄(ホ乂) 
がまじつてち異常ではあ0ません。 


圓消火の孚順 



运運歷スイッチを巧して「切 J じして<ださい。 

運捉ランプげ消なします。 

臟巧蕾が冷却すると自動的]じ燃焼巧送風搬が惇止し、 
時刻表示がみのすベてのランブガ消なします。 


藝显盛運範しない場苗は、29〜加ぺージ「放陋.興常の見分け方との置方ま J を参照して < だをし、。 
® 廣鷄閱の保禮懲、'语び設圈する場含を「旣遲骑 J のを順じしたがい、試羅髓を巧つて<だち 

'い。 '總麗設議豁 . ，:壤韋藍'お 









I 煙賓®取储け國 


ドラフ h - 
レギユレ ータ 


[*45饥1^上 


巧が切ヴ5 
45 crneX ± 


\まえを興 
W . 巧な* 

ご^さえ又は 
ちりを興 
/\ 化适ぞ 
\ \のが的 
巧受ヴタタフター 


麵結露水®變理 


’煙突の巧端なら 7J< 平狸離1 m が巧 C 建’ 
物の軒がある獨含は、その野力'ら孤畑 
が上窩< すること。 

煙おの先端なら1 m が巧に建物の閱口 
.部（窓）がないこと。 . 

® 《 ED サ効も涵窜兹本巧:巧ら l-8m を 

" 超える湯合豫巧 cm なもでだち.;^;:.た:; 

-® 煙巧は、固定遙興で U 5*-2 m ' 固腐じ ■ 
固适すをこと 。: ふ:...... 

◎設®め潔をは当孩逆区の义巧ぞ防を;": 
.. 測広したが与！:く:だをし:、。.. 

:め風の法い地蜂で蜂,,，脚す、:;ド巧卜 
レも敢—巧 iko 酣て < ださぃ ;V 
.•短落がザ出る場合には、盛受けアブ量 
誇:；ちみ记を取り脊脯邸じたをお K が 
ち留嚴 I こ勃な苗おん. ' - 

■お盈ぞ巧のため、煙突の演引を長’.. 
:占^まはでさるなぎ。斑く是:2.お科巧. 

■ .じして<だ#儀!®羣舉儀養馨賢 .' 


◎煙おの撰引寒部に結盛氷ぜ出る驢さは、別売の露受けでブプタ- ( US 邑 -1) ス、集ち煙突 
の漲結子防には集合煙突漲簡瞄化ヒータ CUSB -3) をご憧巧ください。販売店にご巧鼓く 
ださい。 


5 •試運乾 


試運おは使巧者とご一絕じ必す巧つて<ださい。 

麗遲懸攀備 

◎ 注萄蠻源ブラブをコンせン h に巧の根巧まで確奧に養しをんで < ださい。 

m 迪タンクに給巧し、を巧経路の空就抜きをして<ださい。 

感送;巧耀路やス i ''ーブぶ0巧をれがないな禮题して<ださい。 
m 安を装置をセツ s してください。 

C 足巧面器 I 」たツボタンのセツ!-〕 

霉タイ7—運疆じなつていませんか。 


A 警告 

^ 煙突の闊そ < を険 三/ 1 こ 

經奕ガつまつたり、ふさガれたりしていないことを^ 11 ^ 
礎認してください。閱そ< していると運乾中に排ガ > s ^ 

スが室巧にをれて、危陵です。 1 

1 - 

參お 類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しないでください。 1 ； ^ ^ 

巧類ガ落下して义がつき、义災の原因じなります。 だ^^ 


參スプ レー 巧厳禁 

殺などのスブレー定をス f -- ブの上や前に放靈 づ告ミ 

しないでください。 け| 1 \リじ、^ 

熱でスプレー吿の圧力が上がり、爆発し、危険です。 巧 liJ たとジ 

V 

い 

J 


A ま忌 


•カーテン、可燃物近接禁止 

カーテン や燃えやすいをのをおブけないでくださし\。 
>) 1 ^ガ発生するぉそれがぁります。 


參給油時消火 

豁迪は、蜡す消义してから行つて<ださい。 
火災のおそれガあります。 






變異常時使用禁止 

巧一•異常を感じたと寒は、使巧しないでくだをい。 
異常燃焼のおそれガ巧ります。 


潜® 








1. 特にを意していたださちいこと、まをのために必ずお守り < ださい 




A ま恩 



•高温部撥觀禁止 

燃焼中や消义直後は、轟温部、煙突、枠と部に手など顶れないで 
くだちい。 

やけどのおそれガあります。 



•やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないで < ださし、。 

振鹽}や接離じぶつてや力、ん①熱灑ガこぽれ、やけど 
のおそれがあ0ます。 



•分疆優疆の葉止 

敬釀、破撰したら、使巧しないでください。 
不完全な修理ぼ、盾険です。 



•腰をかけたり、物をのせないで 

腰を方けた!0、やな知や巧び知などの物をのせないでくだちい。 
やけどしたり、ス h - ブガ愛おすることがあります。 



また、化ガ巧部に入ると、感笔、义災、故障の原因じなります。 


雜改造懐用の囊化 

改造して使南しないでください。 

また、ス i -ーブや煙突には床暖房括の鄰交撰器などを取りがけな 
いで < ださい。 

义災や排ガスガ臺巧にちれる原因となり危険です。 



馨換気贏使獨禁止 

ス h — ブを使垣している同室巧で澳気疆を疫招しな 
いで<だちい。立ミ肖えして爆発燃焼するおそれガあ 
ります。 



•ドラフトレ毕ュレータの甄付け ド‘5っ心む!^ 

煙突の引き（ドラフト）が送いと燃焼不良が発生します。\|- 
次の煙突設置の擺合は必す、ダブルドラフ h レギ ユレー タ. 

(別売話 DR -1) を取り巧けてください。 

. 寵含煙突じ接続する場合.標華ず法臥とじ立とが0巧園い場合 
-凰が藻くておが巧むぶラな場合 ムコ 



圍煙突錄端 （ h ップ)®位置 

◎煙突!-ッブは、屋根面なら垂直距雖60 on が上離してください。 

◎煙突 1- ッブから化平距離1 m 臥巧に隣接豪麗など①野ガあると空は、さらじそれより、前加 
なと麗してください。 

錢窓などの麗 n 部せらは、1 m が上離してください。 

◎煙を h ッブのな圈は建柳.な木などの状態をみて、あらゆるち巧の風ザ通り巧けるな霞!こし 
てください。 

■ h & ッブ®形 It 

翅煙突トップじは、逆風防 it のための「聰觀 H おトップ」を取り讶けてくだちい。 

圍ドラフ h レ草ごレー勢 ® 亮蟲） ® 取倾け 

刪鮮意 I 煙突の引き(ドラフト）巧渔いと燃鏡不褒が発をレます。 

巧の煙巧設驢①觸合は胁す、ダフルドラフ S レ辛ユレータ（別売ドラつ^レギュレータ 
品 DR -1) を取り巧けてくだまい。 \L 

-集を煙巧に接続する觸を ^ 

-標準で茂が上に立上がりが轟い騷合 
-風ガ送くておが巧巧ぶラな湯合 


_，施禽麗費避#！!綱賓蒼場帯®ご雞讀 

® 集を煙巧に差し 
込む巧願はち翻 
のぶラにしてく 
ださい。 

でさ'巧巧の运①1/2 

@集合煙突を利ちする場合は、設慶方法など C ついて必す專巧お香じご相談して<ださい。 




















B 煙契®茹荷卷藝憂する場舍 

煙突の左巧を変里する媛-合は、次のように巧つてください。 

1. 上面ガードをはすしてください。 

2. 煙突接続□を固定している3本のホなじをはすし、中の 
バッキンを換傷しないぶラに煙突接綱□をはすして<だ 
さい。 

3. 煙突接続□恩たを固定している3本のルねじをはすし、 
中の/ '^ッキンを廣傷しないぶラに煙突接綿〇みたをはす 
して < ださい。 

4. 組化みは逆の要領で組留交てください。 

■■ 煙突陵竊口誠ッキン及び^離03?はけの 
:方巧性ガ友0ます<^放はけ巧の3 W 3 じ<を应巧を担かめ 
' て巧りが trccj ^ i な r な擊;な:;!写^^^®囊 Bi 


4.煙突の取付け 




隱煙突®徑 

◎煙突は、區径106瞧¢3可5巧）を使苗して<ださい。 

麗横曼 I 寒、立！:鄉吻®標攀す法 

@煙突のな上がり、蝶引きの擺塑守适は、な上ぜり約 3.6 m (4 本)、顆弓陪微 .8 m なを)です。 
禪引ぎが擺灌サまぶ0麗<なる獨合は、その麗さの1/2を立とげ0に追加して<ださい。 
(結露を巧のため、煙突①禪引き撰ちはでぎるかぎり絕く、2巧じしてください。） 

@屢かのな上がり部の下端じは、水扱ぎをつけて雨氷ガ入るのを防いで<ださい。 

@馈引きは10るの1が上の上り巧配になるぶラじして < だをい。 

@稱引きはできるだけ爲くし、ペンド（エビ巧）は3個なてじなるよラじして<ださい。 

また、露受けアタブター(別売品）などの敢巧けをご横罰ください。 

工事店とぶ < ご相談ください。 

魯1をの煙突を他のス S — ブなどと巧巧することは避けて<ださい。燃焼ガ悪くなります。 



1.特 E を意していちださたいこと、ままのだめ忆必ずが寺？) ください 




A を思 


鲁電源コードを傷めない 


電源コードに無遭な力を加えたり、物をのせたりし 
ないで < ださい。 

また、體源ブラブを抜くときは、コードを持つて引 
さお方'ないで < ださし、。 

义おや感電の原因じなります。 




® 電源プラグは確実に莲し込む 
電源ブラブはコンセンじ根元まて-礎実に差し込沁 
で < ださい。 

また、離んだプラヴやゆる如だコンセン h は使巧し 
ないで < ださい。义災の原因じな0ます。 




@長期間使用しないとさは電源プラグを巧く 
農期間使巧しないとき又は保舊するときは、脏\す舉源ブラヴをコ 
ンちン b から巧いて<ださい。 

_义災やす想しない事放の原因じなります。_ 

戀輩源プラグのお手入れを 

ときどきは驅源ブラブを抜き、ほこり及び金麗物を徐去してくだ 
さい。 

居こりがたまると湿気などで絕縁不良じなり义おの原因じなりま 

す。 




變巧巧の保誓 

巧巧は、火気、雨氷、ごみ、蟲温および直射呂光を避けた湯巧に 
保管して<おさい。ガソ U ンなどと一緒に保舊しないで<ださい。 
_誤って使巧すると異常燃焼や义おのおそれがあります。_ 

@変質巧巧禁止 

変質む莊、ちれた：0巧、氷の混じっているむ逆などを使巧しないで 
<ださい。 

^異常燃焼や撒障のおそれがあります。_ 

變初めでお使いになるときのま意 
初めてお使いじなるときは耐熱塗料などが焼が<まで煙と異いガ 
出ます。し!まら<の間窓をあけて部屋の換気を巧って<ださい。 
また、か聽やか動物などじ影塾する湯合が考えられますので、こ 
の簡は部屋に入れないで<ださい。 

















ス K — ブを安全に使巧するためじは、湯巧の選定ガス切です。 




參活额の入ってくる方向、倒えば藏倒などじ置<と、を気. 
がス I -―フで暖められて巧流しますので、効果的です。 

で ^Sfe<^ 變贊露 liiilililllil 戀 lM®l 馨 


霉部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を化ガけましよラ。 

ス h— ブ①前輝導靈物が邸も i® (烟換郑が巧ぎ瑚雌巧游く、-.みく纖によっ 
-' でストーブ本辑:の温I君が上昇レて盾巧で^。 ....-■ — 

i 徳間獲所には十を注廳して効果的.じ拒巧じて.< ださし,、...,. 



3.据巧け 


■油參ンツ©組立てと遞储け倒!売蟲〉 

@歯丑ては巧タンクは厲の取扱説明靈じしたがって行ってください。 

◎油タンク巧面はス I -- ブ本化設體床面ぶ0高さを如 on なら 2 m な巧で設體してくだちい。 
@巧タンクの設置、取扱いじついては、宮地区の乂ぷ巧条側にしたがつてください。 


薩ゴム製送碰營 ® 取何け方 


感ゴム製送巧摩1こごム裝を巧曾締なバンドをはめてから、 
巧タンクとス I '•■ーブのごム當□じ十分辟し化み、ゴム戳 
をな管縮がバンドで登 < 締め巧けてください。 


♦ゴム製送巧摩は、 j 盾 S 3022「奇巧燃焼機器巧ゴ 
覇齒幽雜頓 J にさ沼したをのな巧は徳ぉしなし、で< 

巧自義賺 - 己;艦 

® ゴム製送莊歷の遂中ガ山おじなつた0、ちつのた0して 
いますと、空類がたまつてな巧が流れないことがあ0ま 
す。平じなるぶラに直して<ださい。 


■盡 HE 體(麵製送'； a 鹽)施:！:®場爸®注廳 

©定迸面盛へのごみの®入を防<ため、配题工事終了後、ス i ブと接綱する前じは拠す配潭 
巧ごだ油を流して切粉.ごみなどを巧り除いて<ださい。 


Z "1 気配線 

«電源フラグは、脚す適正配線された單相 100 V のコンをン h ■じ差し込ん>で<ださい。 

® 運転時の電源が9日 V な下及び、11日 V を超える獨をは、斌陋の原因になることがあります。 
この場をは、電力をなの指定工率巧に巧頼して、巧黄して<ださい。 
















据巧け場所 < 




据がけについては、义おそ巧る例、電気設備に関する巧術基準などまちの基準ガあ〇ます。37〜39 
ぺージの「まをのためじ孤すお守りください」をお離みじなり、販売巧交は据巧叢音とぶ<ご巧数 
して<ださい。また、■■標黎据巧け例」じついては、38ぺージを參照して<ださい。 


謝け嚇 


■ 壓治®取何けと 7 j < 平調節 

' 

ストーフの下には必す置台を使南し、ス I ブを化平にし、必す疆台と固定してくだをし、。 



煙巧援巧 □ 






1.ス h •—ブのを倒の調節脚ガ置合の脚位置 C 2 窗巧）に、 
—致するぶラに設置して<だをい。 


2.氷平器を見なガら4個の網節脚を鋼節してス N ーフをが 
平に据え巧けてください。 



上から見てか牢器のみりこガ赤丸巧 
じあれば、居ぼが平です。 


3.本が国を金具をス i ブの側面から、證台のを掛け部じ 
羞し込み、付顧のなじでス!-―ブじ固ちして<ださい。 
固定は、両側面2窗巧です。 



- . . _■■：> 










巧毎箱には、巧の巧厲品が入つていますので確認してください。 


時刻表示(涼） 


通常は現を時刻を表示します。 

タイマー運転時はタイマーたッ ト時刻を表示 
します。 


. 

本巧固定金具(むじ2個） 

广 


ストーブと置台の固定 

- 

ゴム製送な管締ほパンド 


> 

ゴム製送巧寶接続部①締はけ 


遮 熱 板 

1 


ス I -- ブから側面可燃柳までの離隔跑離ガ 
短い場合、前面ガードに取りがける 

■ 


お客様苗ストーブ取扱いの説明《 





時計 *1 タイマー 































. ぺミ 


1.まをのために I 必ずおずりください 



A を 


'部 


•ドラフ h レ半ュレータの敢巧け 
煙突の引き（ドラフ S ) が猫いと燃焼不良が発生レます。-. 

巧の煙巧設置の攝合は鹏す、グブルドラフトレギユレ—夕 
(別売品 DR -1) を取り巧けてください。 ' 

• 藥さ煙突【こ搜続する場合 

•標華寸法臥上(こな上がりが轟い場食 - 

•凰が猫くて炎が魏むよラな擺合' - 

•煙突の固定 ' 

. 煙突は、風や振動などで倒れないよラをえを異や支え臟などで固 
定して <ださい。 ’ 

• 煙突は、1.卜 2m おきじ固定金具で固是し、有重をまえる部巧は 
交え又は、吊り金具で堅固に交持して<ださい。 


片ラフ b レギユレータ 





參巧タンクとの距離を離ず 

-巧タンクは、ストーブとの間に巧义 
上有効な壁などが無い場台は、- 2 -m 
臥上離してください 。 - 
-屋内の巧壓式莊タンクは、遷やじゆ 


''2 m なと'' 


吐 


む 



ラたんの上は避け、不燃巧の巧上に据えなけて<ださい。 


•ゴム製送細管の屋外使巧禁止 

ゴム製送巧营は屋外で使巧しないでください。 
で卜び割れををじて巧ちれの原因じなります。 


Q 


•煙突の点横' 

取巧けがおむったら、をラー度病横してください。 

次のぶラな取巧けは、歷険であったり、不完を燃焼をおこすおそれ- 
があるので、'胆、す修正して ください。 

-下り勾配、下向き巧ガり禁比 . -ッブと開口部は1 m 臥上のこと 


































■:プン tK 分* h ® 關關 

◎スーブンボヴッ h ' を輕<押し込なと、ゆつ<り出てきます。操作を軽<巧レちと’すと□.ツク 
して It まります。 


操巧するときがみは r 閣じてご使巧<ををが囊 



タイ7一たツ^ポタン 


• タイ7—逕拉 

運おスイッチを「入」じし、タイ7—たッ h* 
ボタンを巧すことじより、タイ7—表示ガお 
口、時刻表示にタイマーセット^が洁 i 席し 
て表示さむ、タイ7—運起ヴ開治されます。 

(タイマー表示ガ点口しなければタイマー運 
おは開治さむません。） 

•セッ S 時刻じなると、タイ7—表示力嘴巧し 
,現在時刻ガ表示されて自動的じ運乾が開おさ 
； p チす 

• タイブー運おの解除 ■ 

タイマー運起中にをラー度、' タイ7—セット 
ボタンを巧すとタイ7—運起巧留除されます。 


1.ま全のちめに必ずお巧り < ださい 


A を忌 


® 次の場所には据之付けない 
火災やそ想しない寧故の原因になりまず 


• が平でない場所、不を定な場所. 

• 不巧定な物をのせた棚などの下 
-可燃性ガスの発をする湯所又はたまる灑巧 
-燃焼じ把嚷な空気を取り入れる空気取入□のない湯巧又は換気の 
巧えない鬻巧 

-巧近に燃えやすいをのがある湯巧 

.階鼓、避難□などのな近で避難のま隙となる場所：^ 

•巧乂刘策をしていない7ン S ルビース 
-温室、飼育室など人のいない場巧.. - 






參巧燃物との距離は離ず 


’ス K — ブ及び煙突せら周固の可燃物までの離隔距離は义災ぞ防系: 

例で規定されています。國のぶラじして<ださい。 

• ストーブは巧屬の靈台の上じ据え巧けてください。 


術き） 

1. A • 邑でをは、2的が Lt 、15 cin な上 
と巧してレますザ、煙巧と巧燃物と 
のをを (4& an が上)でち規溫ミれます C 
保ち•巧孩を辜な U 可燃物との距雜 
ガ長 < なるぶラに設置して < ださい。 

2. お臟を巧りはけない場をは、倒面 
とのを链を SOon か上雄して < だちい。 



參家屋觀谭部のを意. 

-煙突が可燃性の壁などを醫適する部分は齡す 
めがぬろを使巧してください。 

-か屬藥、天井覆などじある部をは金厲外の 
不燃材料で巧义上有効な被靈を巧って<ださ 
い。 

-巧燃性の壁-天巧-ル屋囊-天巧襲などを變 
通する部分及び、その巧近では煙袭の接続は 
しないで < ださい。 



10 OT なと 


'巧区じより巽なることヴある' 
、ので义災ぞ防る測を參照する cj 























る备 as のち称 


I 巧がののがのぶ《国い-パが、吸 I ' W の: ■ 


.き全のために必ずお守りください 


このエ寧説明露には、まさ:に正しく据え 付 ■口ていただぐためじ、 いろいろな繪聚示ガ記 
觀されています。その歸 t と霞既ま微^ようになっています。ち容ぞよく摆辑して方 
ら、本文をお読みじなり摄巧け工率を巧ってください。 

作築を誤った湯合じ設置エ勸モ築者ガ、または設窗エ霉の不異さ!こぶっ 
• S - ^— g て使巧者ガ、死亡または靈優を資うす能性ガ想定される鬻合。 

&巧離を誤った場をに讓エ舉作業音が、または設置エ擧①不異含【こよっ 
/K * 早て使巧者ガ、領壺ぞ賣ラ危おガ想定される場合および物的摸塞のみの発 
ム^タニ t タレ'^をガ想定される場合。_ _ 


絵表示の例 


A 



A 記吾はを葱をなす巧咨ガあることをちげるちのです。 

四の中じ凰巧的なを题巧留 C 左図の屬合は —■ 披的なを惠）が括か - 
れています。 - 一 

の I 己音は藻 It の行為であることを告げるをのです。 

図のややおおじ異が的な禁止内容ガ巧かれています 。. 

. 

@ 訟吾は巧為ぞ瓷制したり指示する巧窗をちげるをのです ** 

図のやや近傍に冥が的な指示巧容ガ括かれています。 


显 


參据付けや移動は、販売店へ依頼ずること 

ご旨分で据巧けをされ不礎があると感驅や义災①原因じなります。 

•火災を防条例、霞気設髓に関する技術壁準、麗気ェ寧は指定 
の工事店に依顔ずるなど法ちの壁華を巧る 


•屋内排気禁止 

微す屋外に排気して<ださい。 

排ガスが室巧に巧満して危睽です。 


雜外れ危険 

煙突を糖実!こ接続し、しっかりと固定してください。 
風、懸觀、衝藝などで外れたりすると運疆中じ排ガ 
スが臺巧じちれて盾険です。 




m 

m 

G 



時討調節ス藥ジミ iPiir 


•广時計合せ」…現在時刻ををむせるときじ「時 

. セット赋 I をさむ 
せるとさ r タイマー合せ」位憑じします 。. 

.r を常 J … 現在特効やタイマーセツ h • 時刻.ぞ〇 
.. ねせたら、通常使南やは、 r 通常 J じ拟、すちと 
して < ださい。 


手お)义力濟藻 


执巧!4巧巧6•ち ram 


ちづまお 




• 火力調節つまみを「微か J なら巧」の間で動か 
し义力を I 」ニアに手勸觀班します。 

. 义力調節つまみを「自動」じさのせるとルーム 
サーモ じぶるき動運嚴（室温設ちボタンで室 
温を設定）ガでぎます。 


|» »謹急設定ボタン …V 

义力飄節つまみを「宜勸 J! こするとルームサ — 
モじよる室還設を〔 29 〜 15 で、 10 で （ F 点設 
定 ) 〕ガでぎます。， 巧 

广画め」 ... 設定温度を 1 。すつ上昇 
「巧め」 … 設定温度を 1 。すつほ下 


セづ運霸ボタン-_ 


1 回擇夕とたーブ運範。.室盈ガ設定温度より 
一定混度上异するとお义し、—巧忌度低下す 
るとき動巧じな义勸個こ入ります。 

再度巧すと、たーフ運捉は解除さ巧ます。 























4. 使用前の準備 



燃牌絞齡す•魁施 （ JiSISO ®) を値巧してく想さい。 

蠻 IA 翻 ガソリンなど經発性の藍い巧は、义災の願因になります 
①で絶巧に優周しないで < ださい。 

@ rA 5 ま觀1 蜜慶巧迪、頑たち：0油、水の疆じつている：0迦などは、 
絶巧に優用しないでください。 

參 IA ； ま屬 1 灯滋な、必ず义気.雨氷-ごみ.题溫及び、直射日光を 



■艦油®際®窜麵と證蠢 


® をなバルブを閱じて繪巧□访たをはすし甫販の給巧器具 
でな进を描巧してください。 

巧童 i 十の針ガ「満」をさした5給巧をやめて<ださい。 
@給迪□みたを胁すちとどお0に締めて<ださい。-_ 

® 給油の際!こ、氷、ごみなどを入れないよラ按じを恵して 
ください。 


■給誕□減魅 H 、 磯賽に締微て<愁さい。 

■こ I 瑟机魅财漉》寡<减蹇とって<魅廷い。 

■燃磬觸 Jtl ® 連意と空気扱寒®商葱 

麵タンクを空にレないぷラにを慶して<ださい。 

巧タンクを一直空にしますと、を巧経路巧に巧気ザたまり、正常に送巧がでさな<なることガ 
あります。このぶラな湯をには次の順度で空気巧ををして<だをい。 — 

1. 油タンクに浴巧します。 - 

2. ス I -―ブのコ’ム暫口から、ごム戲送巧瞥をはすします。 

3. ゴム戳を巧舊から巧が連麻して流れ出ることを確かめて 
巧らゴム戳送巧簡をちとどおりじス I プじ取りが■けま 
す。（巧ガこぼれないよラに咨器を巧窓して<ださい。） 







圍消火®享順.' 



® 運起スイツチを巧して「切 J にして<だちい。 

運髓ランプが猎巧します。 

燃焼室が冷却すると自動的に燃焼南迸風撒が瞎止し、 
時刻聚示がみのすべてのランプがミ肖巧します。 


' •正常ま起しない場をは、 29*'^3日べ寺さ巧故睽•禁落の見をけ方と処透ち達:；春忘照して<起さい。 
..♦jS 黑 商の保舊を、 香びお S する場るを f 試運疆 J の手腐に。おガい、''試途弦を巧つそ<だを 













据巧けについては、乂災ぞ防勇:側、電気設觸に関する巧術基雄などまをの麗舉ザあります。取扱説 
明® C エ擧編）の「巧をのために聊すお守0くだぎい J . をお韶みじな0、販売店又は据尙業吾とぶ 
<ご相談してください。また、 r 湧舉据はけ例」じついては、38ぺージをを県して<ださい。 



厦巧けげ終むりました5、をラー度、敢扱説 B ぶ S (エ擧編）の r 巧をのために脚すお守り<ださし Vj 
をぉ窥みじなり、巧あ説巧靈（工率編）じ記載されているとおり据え巧け5のているせどラなを確 


認して < ださい。 



試運励ま販売店又は提イす築吾とご-箱に化すなつて < ださし、。 


■麗顯擊備 

0 IA ; ま最 I 堪源ブラグをコンたン h に巧の根おまで滝奏に養し逆んでくださし、。 

參巧タンク!こ給油し、涩巧経路の空気巧きをして<ださい。 

◎を浦経路タス!ブぶ〇油ちれがないか擺飄して<ださい。 

◎巧を装禮をセツ K してください。 

〔お活面器 I 」セツ S ボタンのたツ HO 
きタイマー運疆じなつていませんな。 



獲ス!ブは点乂翻巧を開抱すると同時に、電磁ボンプの空巧ち音£：初惊巧時）ガ数砂します 
が異常ではありまだ知。 _ 

® 初めてお使いになるときは、耐熱塞料が煩けて煙と與いがでますので換頭を巧つて<ださし、。 
#9—1 2ろ間の示備燃！虎好終むると本燃席じ切り替むります。 


:安全装麗® 1Z ッ h、 取扱 ±® 違憲 



リむツトボタン 



I 定巧圃語のセッ[- 

細めて極巧すると普や、シースン初めじは、ス h ■—ブち側 
面の丸巧の中に指を入れ、定巧面器リセットボタン(赤を） 
ぞ輕く巧し下げてください。 

--''® おだ苗:!^东タンは姬巧け時や护シー'ズが細めに追し' 
崇ず。;墙殖窗器に強し、觸變を畏署すこり駕等巧复つたと 
當棋妍域、."場に顧幣ずる胁聲はおりま皆妃ご' 

' 巧一京ぶ擲巧錢4〜5巧しでを戀火お婷かつた.均ご備 
置:、次籍を直さ苗を消火しでしまう觸創ま、リじ化トボタ 
afc ンを禪しで <だをい。 ' 

— (黄全好か‘蛙守れ、灯独びス.与:;苗 g 霉玲奉. す。'. 

® に•ミを"®リじットボタンを巧す隙は、スペーサをはず 
しで巧さないで < ださい。 

'また、5秘お上巧し続けたり、何◎ち巧し下げたりな 
ど乱窓に取り顧わないでください。 

定油面器よりミ由があふれ出たり、ホ火などの吳常燃踊 
の原西となる擬合ヴありまず。 


スぺーサ 


a 送漉緩 liScDffl を机®磯認 

め 油タンクや送巧屬の接合部などから迎ちれ巧ない丹どラせ確認してぐださい。 

B 霉気 12 線®確認 

感 iaSi 電源プラグをコンわン i - に巧の稷荒まで碰黃に養しをんで < ださい。 
® 盤源コ ー K 巧煙突などの攝溫部にふれるおそののないことを福認して<ださい。 

をを意 I «源プラグ-コードの発熱-発火を薇ぐために… 

: @题怒は脚す適 IE 配廠まれた単獨1邮 V のコンせン K を渡をレでくだをい。が姬: .. ； 

场霸源コー H は、遗中で廣続した!0延觀コ ー i *^ の極巧-他の靈斑器輿とのタコ足配綴を-! 

.1 'レな敵だちし培簾蓄鷄賓畜:.：'霉 ® 磯顯養戟募議 iiiii 發繫ミ®! 








5. 使用方ま 



參ブーフンポクツ S 巧の义力鋼節つまみで r 自動運覇 J と「を動運挺 J ガ設をでぎます。 
ご希望の運疆方をでごを巧 < ださい。 


麗火*調 IT 齒動運觸 J ® 場1 



違聽 j 

A 入•切县 



霉义力調節つぎみを"■有動」じ合わせて < ださい。設定室盈 
と部屋の状況に砸じた火力で燃焼します。 

©時計させは17ぺージ「現在時翊の調節ち法 J ををおして 
巧って < ださい。 

1.時颈聚示げ現在晓刻を表をしていることを磕認して < だ 
まい。 

2-運砲スイツチを巧して「入 J [こして<ださい。 

運拓ランフが点なし、呂翻的に次のぶラに運廊（そ箱燃 
焼-本搬焼）します。 

〔义力調節广手動 J (挪少〜大）の場舍[ま数是室恩の表示 
はあ0ません。） 


11||手動义力調節 
微少か 中 大 

• お•目的扣目•因目随呂目 • _ 



運お開始 (点义) 



a 保証について ' 

® こ①コ□ナ石迎ス K - ブじは保翻靈ガついています。「お题いあげ日-販売店を」などの記入 
をお確かめのラえ、贩譚店からあ受け取りじなり、ザ:切に保暫してくだちい。 

® 保部期闆はお興いあげいただいた曰から1巧閣です。 

獲巧のぶラな原因じよる巧隅及び、事故じつきましては、保郡の巧をじなりませんのでを顯し 
て^し^々 

团変资な殖や不规な巧など、また巧巧が巧の燃料使招にぶる巧:陋夕事放。 

因誤つたを苗方をじよるな障や寧な。 


圍修理を依賴楚机ると蹇 

® 本證①•■巧陋-誤常の見をけ方と弧置巧巧_|口9〜30ベージ參照）の頃じしたがって調べてを 
ぶ<な5ないと客は、電源プラグを巧いてお資いホめの販発店交は、お近< ①コ□ナお客樣 
ご相数窓□にご運絕ください。， . 

«保証期間中であのば保征蜜の規をにしたがつて無将修理させていただをます。 


■保期固力嫌ぎでいると苦は ” こ-，、- ，’，。ご。-， 

--—0 巧園い巧めの販売店にご巧炭くだぎし V 。 ， j 

續醒によつで愼硬でをる数品につしではお宮銜りご望勘;:^り育釉慶理いたしまず。 

圈補修閱性能部品の保育期閣 

めち迪ストー.ブの褲檀巧性能部思（磯能を維持するために巡頸な部窗).の保當鷄閣は觀造な 

ちのり後 7 巧です。 










■火*調 ffir を If 運懸 J ® 蠕合’ 

◎スープンボケット巧の火力調節つまみを「微か」から广大」①閨のごを盛のな圈に合のせて 
ください。 

巧を部の毀定室溫炭巧ガ消え、を踰燃巧ザお了すると义力調節つまみの設を义力で燃焼します。 
ただし、そ備燃焼を、約4を間は最大义力になりません。 . 




m 

字麵乂力調節 



巧かか中 ス 

_ 

• 


( 


'て n ■ ■ 



時 P 遲觸 ランブガ滿口だすにタイマー 慶带ランブが点口する 
甘: 場を孩、 ::妾@1^^^^^5ます<昭^^^8^§^9^^^を巧してタイマ—遷範を竊 

夢が 

•纖中じっ 
もぶ窃^^お 




ブーブンポヴッ h * 巧の乂力鋼節つまみを广有翻 J にをわせると、ルームサーモにぶる宜勸運髓とな 
0、設定室温にき動調節されます。 

表示部じ設定室還 （24 で）が表示されますのでなのぶラに調節して<だまい。 



富室竊設をポタン「离め J を巧すたびじ1でと昇します。 
は眼 2 g で） 

m 「低め J を巧すたびじ巧でまでは1ですつ下ザり、15で 
巧らはいをなり10で CF ，巧設定）となります。 

◎1 日で設定①屬台はたーブ遷歷を巧ランブが点巧し、た— 
ブ運おとなります。 

















F せ' ~ ブ麗髓 l - 

义力調節■"宜動」運廚時に、微か义力でを蓄觀ガ設定室愚ぶり上興する場合、訟定室温ぶりの3で 
上興すると白動的!こ消义し、設定室溫まで下げると点义動化に入ります。.これぞくり返すことじぶ 
りむだな部麗のあたため過ぎを巧ぎます。 

©室温設定ボタンにぶり希望の聖溫設を獲、セーブ逐起ポ 
タンを巧して < ださい。. 

セーブ運転表示ランブガ,ななし、セーブ運疲となります。 
◎セーブ题おポタンを再度巧すことじぶ0セーブ運起お示 
ランブガ消え、セーブ運起解除とな0ます。 

/室温訟定10で （ F 点設定）で使巧中、設定室温を巧、 
でな上に上げるとた〜ブ運超頭をランフガ消え、呂) 

\動的に解徐ち; ri ます。 ノ 


义力調節 (手動調節一ま動運お) 


室温設定にぶる自動運おの化に、义力調節つまみによる字勸义力調節が可能です。 

次のぶラじしてください。 

@义力鋼節つまみを f 微か J 乃らツ;」.の間のごを望の位 
體にを; D せて <ださい。 

喪を部の設定蓄溫表示ザミ肖えて义力飄節つまみの訟定义 
力で燃焼します。 — - 



■變® 觀戀. .. 

ス I -- ブの麽巧けや煙突の関棉で、をは多少変化します。 -一 

參资の狀艇杖、湾いおの中じい< 5 かの與毎い炎（ホ义）がまじつてち萬常ではあむまは Av 
◎燃規中におのホ菌〇スは、ホ下変動;凍香馬を巧類豪粥廣賣]廉安び恩愛 0 ：^じ:^ 
よるちので異常ではあ。ません。 





型哉ちの; 

親徑: 

び 

SV -85 FR 婚あ型す SV -85 MR 8) 

.種 ::::蒜: 

... 

ふ..:*.**:*... ’ 

.類 

ボット巧-屋内话-強制歷気お-呂然巧流お 

点：繼章ぉ 

が-:-古 

謙^- 

載気点义す 

使 苗::却 

が::: 

.---料 

.灯油 （ J 芭1每巧ミ由）-' 

ご燃消消数靈^ 

占讓 

龍 

1.02 しか 


発熱霞焉!虜 I 

あび熱効讚寅 

: 庭 . 房 :; 孤;お 拳会 

知'ぶ;.;,ぶ'畿を’擺かみ 


^熱ザ効:韓舉 


擦傘'^庭 P 宅 


苦稿:新;; 

ち 霉剖揉 

を...温聴.苗 
... , ... 

..... 霉ち迎；' 


外 張品苗為が.^:.を 

K - W . 

電源電氏原;.び:聞波数 

定を.遺置晴;覆:/ホ: 

煙裝;の卓摩..な聪径 
煙突の壁翼渡部の乳径 

m 気苗ザ温；蘆 
電流.ヒユーズ 

夏-..全：:ゴ装-..■體 

そ の.；;館;;每;::舉;聲 
巧，.•ふ露寒夢....品 


_ 37,780 kJ ル熱効を68.0% 

7,330 kJ/h 熱効辜67.0% 

7 * 14k \ A / こ:.,- 

1.36 kW 

68.0% (目盛大のとき） ■ 

- 67.0% (目盛微かのとき） 

木 造 29.5 が （18 ご）まで 

_コンクリート41.日がに5ご）まで_ . _ 

木 造 31.5 ボ （19 離）まで 

_コンクリート49.己が C 30 M )_ まで_ 

_ ^^600 fiiiii -幅 748 nii (置台巷富む）___ 

26 kg 

100 V 50/60 HZ 
点乂時 80/82 W 

_ il 大燃焼時 15/16 W - 嚴か燃燒特 10/12 W __ 

日日麵 C 3 寸5分） 

011〇麵 

44日でな下 
5 A 

巧麗自勸消火装置-点乂ま全装置-輕電ま盡裝霞 

再点父ま垂装慶 -■ 過範流防止装麗-不慶义検出装題- 
_燃爲巧送風機異雷検出装鹽■まをサー吉スタ_ 

置台1個、超熱板1個、本体固定を臭2個（ねじ2潤）、 
ゴム製送お營締巧バンド 2 個 


巧辜）湧宰適量は、お:固を人-曰巧ガス S 巧機器エ築舍の潭运基舉によります。 












不完をな駿躍、調整!ま憑険ですので、部晶のを媛、調蠻が必要の 
獨舍に段、お翼い衆め⑩嚴売店則ま、樓理資樓客 C (蔚)曰幕面涵燃焼顯 
保守福 会で 巧う 绞漏簡理靈暨 会 惨 了者巧迪機器按綱籍醒±)なとつのい 
る販売店にご相談くおさし、。 

部献鎮感 □ PtHIEgia とご指定く渡さい。 

' 部品ご入南の際じは、'コ□ナ製品酣撕題店で化プ□ロナ瓶夕活と口韶< だまし、。 

嫌法部品を蚊妃)部品をご座葡こな。^も啤聲巧賴®自寫卜晶ブち-苗 

麵レたり懲りめ職の腰因じなり錦す。. Bi 画 til ■譲 liiil 曇 lilii 


12 .保管 (長期閨使巧しない場台) 


設體したままで保管する観合や、しまむむると香は、曰常の点検•を入れの県を参照 
し、次の雲領で保营してください。 

t . 電源ブラヴをコンおン h 力、 ら旗いてく麽さい。 

感 [^ミま霉 J 設置レ怎ままで保暫する場盒を必ず、變源ブラブは瘦いてください〇- 

2. 漉タンク®瞬麵强すっ 近、 り出して<泛さい。 

參中に7火：をやごみを残したままじしてお寒ますと、巧タンクが腐資する原因じな0ます。 

3. 慶施画器®中⑩抑®を抜いて < 魅さい。 

4.1^ 部気段、し破った術で汚机を落としてがら、巧らぷきして<麽ぎい。- 

5.放麵®巧ピなどが鼓るところをぺ-パ-で麗き r 補廢閣◎鑑郎娜宽) 
で塗裝して < 想さい。 

6 .77 ン7ィ!レタ —® ごをや駭こりを®り懸いて<麽さい。 

7.内部®ごあ臂慶こ每を敢り驗いて<賠さい。 

:參觸けたり、'觸觸レ做 K 態では絕抑に保疆しな齒でく 

參敢あ豁明蠻は大切じ巧蠻してくだちい。；/ 戀 議 


運おスイッチを押して「切」じして<だをい。 

連骑ランブが,消なします。 

燃焼窒が巧邸すると自避)的に燃焼巧送風機ガ徑比し、時翊 
表示なみのすベてのランフが消巧します。 


• IA ; 嶺2因な上を:^あけるなど畏隱闡使罔しない湯合威、遲髓が完をに體化 
:レて巧ら®!ブラグをコンをント巧を疲いてください。 

•济出のとをな、曲す獲酷を停化（消义）してください。 

た々-運窗博ぶ寒、：-:^^巧煤迸:-(ラシ;:^が消のザをまでは® H ブラヴを族なないでくだをし、。 
■; :をし巧をますと、.ガラス巧简巧<おつたり、ス1-ーブの喪面驢度ガ上:興します。 



参級お中に誤って驅源ブラグを巧しぶり、.運輕スイッチを「切」にすると、再点义巧を装置①慟き 
で、ス1ブザを却ちれるまで巧点义できません。 

ただし瞬固的な消乂獨巧（約3秘が巧）の場をは、そのまま燃おげ溝続さむます。 

® 停電持には、必す運おスイッチを「切 J じして<ださい。 














5. 使巧方ま 


10. が障•異常の見ろけ方と処置方法 



設を室温表示にモニターサインヴ表示ち。ます。 



L すの抑 I 加り 



時お • タィマ- 



①「時」ポタンを押して-午前6 : 00"じします。這)「を J ボタンを巧して"午前6 :15~じします， 


時試•タイス~ 


時計タイ 7 - 


3.必す時軒讚節スイツチを^通常」位暨にをどして<ださ 




'を 


◎ 

# 


◎ 

を 



: ® 

参 

◎ 

； 0 ； 

◎ 


こ 

% 

# 

''感\ 

参 


.毎巡す時勤■鋼節スイッチガ r 涵お J !こなつていることをおおレでぐださい。 .. 

谢30微が巧の賴遞であれば、稱通電をを濟を瞬刻を表あじますので時刻合のせの化要はありま' 
せん。それなとの停電で、晓刻表示ガ 0.': 0:0を聚あしたら時効含むせを巧つ.てぐだちい。;:： 


タイマーの使屏ちま 


■運屬時刻®1^蜡應 







1. ブーフンポケッ S 巧の時計調節スイッチを「タイ7—合 
せ」じします。 

2. 時計鋼節の「時 J - 「巧 J ボタンを押してタイマー点义隐 
刻ををむせます。「を J は5をごと!こ動をます。 


,，賊売店に像 S をな頼する'； 


:''販売風ミ優建をお類する'一な打'''；''':'み：。'ぶ''' 


点後後、:泻度な災操巧をする''' 1' . ' 一 


こ''觸《'''こ;,； V ;;'.こが''' お.だ'巧'だ巧；''をい'ぶを'い.'' 


…ゴム製を巧懐を緩るお独がたなちていさ济(ま巧巧 


''ぶ徽;レ了をレめてストおナ械がで捕おする。:;巧タシ'ク①繊ぐ； 


ち 










賜売恩こ修理を巧颗する 


臟运に修理を巧源ザる 


販売店じ修摆を披賊る. 



厥费运じ修理を依 


蝶 。 ^ CTWffi 啡品 mmM M 











































使巧中に異常がありましたら、次表じより原因を調べて処靈ぞしてください。. 

原因の〇からないとさや、処歷①むすかしいと咨は、お賢いホめの販売店又は、お近<のコ□ナお 


, 現象 

1 •ザ苗 

S 

舍 

韋 

穫 

娜: 

''火： 

し 

巧 

い 

議 

' 

混な. 

巧 

動 

W 

戳 

微じ 

結 

寶辜 

挺 

巴フ. 

を 

每 f 

ミ 0 

J 

EA ' 

議 

巧巧 

m 

紫《: 

とね 

化巧 

議 

巧巧 
レ、卜 
。ぬ 

''あ 

炎 

寞: 

1 

な 

‘:.巧:， 
綱を 



感 








巧。ぶな 側、 









1 

t を L 賢島亟磨乂'裏齒を巧な した 



〇 



_J 




^猫パ化ヴが闊まつている 


面 








ごム勘送迎慶じ巧热だま。がある 

m 

參 






◎ 


' を猫固盤!こが、ごみの 呂 つまり' ' . …‘' 

感 

參 






感 


.ス h ■—ブげ愼渦している 










、-媛 與⑩觸引塞げ慶 遇ぎる。煙 巧が釋.し)—。—琴锅ヴ細し、-.';:;' 










フ: P ン:?，がルターじ属こでで だまつ でな巧君 < なつている 









I 

煙解 巧？ だる 

参 








参' 

I 

煙與 ため V を PW ザみる 

• 









麵ぶ抑肺 J 畑ぃ 










煙巧のつ； 与 ド." ょ… ■ 










煙ぉの^—"一一でる 









I 

'ゴム觀送巧輕搬巧バジ H :•- 










ぉ涩面淺賴ポンフ)の故際.. 

參 








! 

切觀サーでスタ、ソトの敬鹏 


参 







參 

ブリント配織板の邸廠 

# 

鲁 






霉 

m I 

鑽滿ヒュースげ切れている 










ポッナ巧じすすがた第つている 










んームサーモ U — ド搬げはすれでし、る 




参 





I 

禪蠻げあっだ。砂が上-巳フ繫を） 





感 





觸觸間歲觸嫌の邸離、觸をがはすれでいる 







• 

1 

I 

ルームサーモの取ほ泣蹈ガ惡い 










ス1ブ①と蔵故び測面げ駐のれている 






• 






例：午前6時如夕にさのせる場を 


心 J ろ: 


時 ft • タイで一 


in 


S : 00 


① r 時 J ポタンを押して"午前6 : 00 —じします。 


時。 

一麵 

這) r 夕 J ボタンを巧して"午前6 : 30’にします。 



これでタイスーたッ I ■'•時刻ガ記憶されました。 



3•必す時計調節スイツチを「通常 J む歷じモどして<ださ 
し、。こむで時刻表示じは現を時刻ガ表示さのます。 


■タイマー運嚴舟葱 



1. 運疆スイッチを巧して「入 j にして<ださい。 

C 燃焼中の擺含はそのままです。） 

2. 運おするときのご希鹽の室温又は、火力じ台むせてくだ 
さい。 


3.タイマーセツ h ' ポタンを巧して < ださい。 

時刻聚巧にタイ7—セツ時翊が表示さの、タイター聚 
巧ランブガ点巧し、タイスー運掘に入0ます。 

/この時、燃焼巧送風機が0分閨運嚴しますガ、異常^ 
I ではあ0ません。 I 


会タイブーむツ h 時刻じなるまでは、時刻表示じタイマーセツ K 時刻巧表示され続けます。 
み運起をじタィでーセッ^^ポタンを巧すと、ス!ブは呂勁猎义し、運短を停让します。 


:♦タイタ—遷範は、-.屬顔スイツテが「入 J になつていないと遲範が關沿ちれ寡はん。 

0 ©おでかけのとをのタイマーお义は避けて< ださい。ま辕養義终辕舊養寒養空葛寒さ轟 

••...於.:;.::;ぶ*， ••； .こ V .—一. i .. i — ぃ：：、 . . . . . ' 












■勢 i" 导一運離©解除； 

® タイマーセツ!''ボタンを押します。 

タイマー表示ランプが消灯し、時刻表示に現を商刻ガ表 
示ちれ、タイで一運輕ぜ賴除されます。- ■— 

•このままであれば目動的に運歷を開始します。運超を停 

让する場さは、運乾スイツチを「切 J じして<ださい。 

-- ■ ■ 

■ 時訂•タイマー ,, 

! 午の I iri] •: つの ]1 

辟 I 夕〇 I • , I I 

_◎タィマ-_ 

寺导…お麵。現在誇刻®麵認 

® 時劃•調節スイッテを r 時計含せ」及は「タイマー合せ」じ昔むせます。 



現在時効の梶認 タイ7—セツ h •時刻の確認 


這)現在時刻スは、タイマーセツ h •時刻ガ持刻表示に表示さのます。 

感確認を、時計調節スイッチは、必す「通常」位麗じモどしてください。 



■地震などの災馨城発をし怒と養®点後 I こつ;いて 

參地靈などのお靈が発をし、ス I ブじ振動や衝藝ガ加のつたと客は、遲超前に脚す次の痛横 
をちつて < ださい。 

•煙巧ま〇口のはすれ、ちれの掘飄 

点、横で異常が見つなつた場をは、お質い巧めの販売ちじ修理を依頼して<ださい。 


l 9. 定期おお 

な^^^み -V ' 、''y' 


間ご使南じな0ますと、ス!'■'ーフ①点模ガ必愛です。 

2シースンに1回程度、シースン終了後などじ、お题い上げ店又は、憾理圍格音 C (財）曰本石巧燃 
巧機器接す協会 CTEL 03-3499-2928) でちラ技術潭理諮體会優了音 （5 迸機器を術舊理丈）など〕の 
いる店などじ,语懊依願さのることをおすすめします。 









围斌ラ久円简闽部®婦隊'觸齡’ 

感た SS 1 擺除は、ス1ブを鷄义ませ巧が御して巧ら、巧つてくださし、。 

熱いが態で巧うとやけどのおそれがあります。 ホぶのず* 

參顯閨©願や、迪だがじぶる誦①をにはガラス™資^^す^; 

ガラス醜がすすけておガ見对こくくなったとをは、26へ-ジ「ポット A — ナ娜齡のぉ 
じしたがぃ、スブル^''ンをはすしてガラス円禪を擺除してくださぃ。 . 1 ...- 


'、參ガラス巧觸に读、:. .5 を巧けたり、:衝務を吾えた恥なしぶう飄护驚女が，.っ户. 

‘參邏髓巧にがスが驗々じずす巧た媛劑ま、レ踩らくの間（翻30を闇)讀 青す る レと.;； 

1魁也遺煮饒器吾茲鑑錠屬議謹議®^ご - 

■燃焼觸送諷機®麵臟（年1回がと） ....— _ 

參燃焼南觸槪ファンじごみやほこりがたまると、謹カガ弱くなり燃く章:胃弓 、 nl 
が大きくなってくることげあります。このぶうなときじは、燃圈送風機フアソのほ心りを 

取り除いてくだちい。 



ス I —ブ酱側のファンカバーと圃靈制暇板をはぎし、フつ 
シなどで静かじ居こりを取り探いてください。 

毎播除ガ終ましたら、をとどおりに取りがけて<ださ 


固'置測!!日巧 


'易 


、◎棘焼巧お風擺フでンじ力を施るますム’曲のや板] 
をを生じて、固願のとをに宮ガぜますので力を疵 
..... えぬようじしでく.ださな:た碱旌:, 


■燃焼羯送 J 1 機つ取ンつイ^!^梦一®攝除 （ 適敵 


爆ファンフィルタ—がごみ々 I まこりで目ごまりすると、誦不屋の願になります。巧の望領 
でス1ブ顯面のフでンフィルターの掃除を行つてくだちい。 



1.左圆①巧ののぶラじフアンフィルタ—じ力を加をながら 
引き出し、ストーブ襄面から取りはすレて <ださい。 

2-ブラシなどでフィルタ—のほこりを取り除し、てくださし、。 
3.揺除巧沒むりましたら、をとどおりに取りがけて<ださ 
い。 


録ポット巧に迸ガたまった屬合、このままぉ义操巧をすると異常醒したり、点义不房とな岂ます。 
ポ□巧など挪ット巧の巧を吸いとってください。 （2 目ぺ-ジ「ポットパーナの掃除^^琴。） 
ポ、ル;トナに浦がたまったことじ茹巧かないで点义したときぼ、ポットじたまった巧が燃スっ 

をるまで炎ガブ:を < なって燃焼します。 — A ュ^ぉ— 

このようなときは、すぐ運範スィッチを「切」じし、たまった巧が燃又つきるまでそのまま友待 

ち<ださい。このとき電源コードのブラグは巧かないでくだをい。 

'^赏58?；^吴2^|^简がすすけることザあり蒙す。スト—ブが巧鋪しでから醒简みた、ス 
: ヴ化み》ンをはすしてガラス円简を婦除してください。 

(27 ページ r ガラス円衛巧部の搔餘 J 參爲。） . ‘’一一 ... 


モニターサインについて 


ス [ づにトラブル; 生すると、トラブル適巧が設定室觀毁況こ記号聚巧（モ—リ—サイン）さ 

點蒜認綿就説'為 r ' ま 2 卜 3 。ぺ- 


使用上のを壹 


本雷の「特に左覆レてし、ただきたし、こと、巧をのために脚すお守りくだをし、」の他に、次の廣目じ 
ついてモを窓してください。 

社面ガ-ドは、地廳などにぶり巧龍げ題下したときなどじ义がを防止するためのをのです。 

巧す^巧をゴ取〇はすした場合は、妙すをとのが態じ取りなけておいてください。 

@ミ道男 rss どの化き疆品を使ぅにろゃ温室、飼育室など、麵の議剧こ 

• S 5^ 茂廷さ言(露屬暫） I こぶり-時的な過驅圧がななってを、過電圧防化養麗が擲 J を 
な勇するしくみになってしほすが、大きな爾値擊醒など）の擺合は、電ぞ部品を誦する恐れ 
ガありますので、驅混ブラヴをコンセントから扱いてくだをい。 










巧露（露度狗5な上）や強い振勤、衝黎を受 が靈巳ぶって巧動した場を、周茵のすな液)、 

けた屬を、呂勸的に消义します。 . ス i ブの踢擺、巧ちの、煙巧のはすれなど 

モニターサイン E 3 粟示 . - \ 萬常がないことを插飄してせ5再度点义操巧 

をしてください。 





異常燃巧を防止するため、点义ヒー•夕おぶび燃焼巧送風機じ通電される前に、む巧力琉 出しないち 
造じなつています。 



停電や電源プラブガなけたとをぼ呂勸的にミ肖 通電後設を室温表示にモニターサイン£7ガ 

义します。 表示されます。 

(1 强な下の徑靈の場をは燃巧總綱）.- - -E 7①獨昔で再運损するときは、時罰•など 

のセットをしてかを、運廢スイッチを再度 
^入」にして<ださい。 



8. 曰常の点検•手入れ 


圓少®麵隊（適猜) 


◎ に•注麗1 攝除は、ス1ブを消火させ巧み冷却レて巧ら、巧つてください。 

熱し佩^態で巧ラとやけどのおそれガあ〇ます。 

@ポツりトナ[こすすガついて炎の形ガ不揃いに なつた とをや、ポッ K / 卜-ナの底!こすすや力 
スガたま0すぎて瘦义ガおそ<なつたとぎは、なのぶラにしてすすを致0除いて<だまい。 



1. 上面ガードをはすして < ださい。 

—. ' ' 

2. 燃焼离成たをばすして <ださい。 

3. スケル!''ンは中みたに取り巧いています。スグル!-ンを 
ガラス巧筒じあてないぶラじして、取0はすしてくださ 
い。 



4. 燃焼 IJ ンブぞま杞して取り出して < ださい。 

'' ' 

5. ポツ h •パーナ底部の下部整炎简を取0出して < ださい。 




6.点义ヒータ、点义しんをいためないぶラに、ポッ^-バー 
ナ内部のすすをドライ A ’一 などで巧を落としてせ5、巧 
などでふさと つて < だちい。 


7.組立ての際、燃焼リンブ及び、下部愛烫筒は、左図のよ 
ラに正しく確実に取り阿けてくだちい。 

スクル!-ン回.. 

スブル h •ン 

觀リンブ 
て巧巧巧な 


'•ポッリンブを漬傷したまま使巧しますと、燃焼が悪くなります。ドライバ 
fc —巧どでごごいてみて巧ガあいたり、义けた瀑をは新しいをのと巧おしてください。 

議ポットパーナの巧巧は、必す衣賈い巧めの蔽壳巧{こな類して<ださい。 











■廠懿極。姻ラス n ®® 婦歸 mm ') 

感巨量誦撒除は、ストーブを消义さだ巧を巧却して巧ら、巧つて<ださい。 

熱い状態で巧 ラとやけどのおそれがあります。 

感反前板及びガラス円間に度こりガたまりますと、な射効をが悪くなるば灯りでな<危険です 
ので、化の覃領で適時滞除をしてほこ0を取0除いてくだをい。 

' • 

1. 前面ガードをち倒の固定ばなに個）せらはすレ左剧に 
まゎしてくださぃ。 

2. ガラス巧简を割らないぶラ I こを藏レて、擺除機などで巧 
部①属こ0をさむいじ掃除してください。 

3-やわらかい巧などで、反窥板及びガラス円闻をされいに 
おいて < ださい。 

4.掃除ザ終む0ましたら、をとどおりじたツ h * •して<ださ 
い。' 

■ 

山》前圃ガ货ド破 V 简が城の巧照 敎閣 恥；运顆殺 
前面方ードのセッ^- ' 




お义直を、:.ス I ブガを巧]しないうちじ再,帝义溪作をしてち、燃焼室の温度ガー旦;を巧してからで 
ないと燃焼しないようじなつています。 




寇义不良のため、虎义操作を約20を経週して 
ち切當サーちスタット好切り還。&ない湯を 
は、透廣を傳 it します。 


不舊义の原因を取り除き（ポッ K バ—ナ巧に 
巧ザたまつた場をは取り除さ）な义操作をし 
て < ださい。 


モニターサイン E 2表示 



巧理思綜のシヨ ー I - にぶり週驅流が流れたと シヨーの原因を取り除いてなら藥流ヒユ— 

を、軍流ヒュースが切打、すべての運あを惜 スをな興し、点义操作巧してください。 

化します。 




誦議這^常検出胃 


燃焼巧送鼠機の固画徽が興常に低下するとス 興常抵下の原因を取り除いて灯ら点义操作を 

I -ーブの產乾を停止します。 して <ださい。 

モニターサイン EA 表示 


まをサ《-受スタ 


ス I ブの上面及び側面ガほのれているとき 週昇原因を巧り除いて巧ら点义溪巧をしてく 

や、ス I -ーブの前面に隨盤物などがあつて、 ださい。 

ブリント思綴お部溫度げ73でが上に上興する 
と、有動のに消义します。 

モニター サイン巨0表示 










I 8. 曰常の点検•手入れ 

点検、手入れのと寒の^ 


点検-手入れは消义後、ポッ I - バーナげち却してから、败す藥源ブラグをコンたン 
S からおいて巧つてください。 .こ. 




參 松を蘆 I ス1ブ①周囲は、萬に愛理•播除し、瓣えやすいをのをないで 
ください。 


■感こ^。愚れ（瘦閱ごと） - 

@ほこりや汚のをそのまま!こしてお為ますと、巧ガしみた0して底険です/ 
ス h - ブはいつち溝潔にしてご使巧<ださい。 


■ » を机0测®弦蒸り•油のにじみ C 使巧ごと：)' 

' @麗台-巧タンクじなをれ-巧のたま0や油のじじみがないな、とぎどを点検して<ださい。 
又、給巧の際にこぼむたな巧は、ぶくみきとって<ださい。 

ご"で i ; 舌皂軒'贵器 ii 菩话、—岩 賢い求めの販扉店に遠を 始頼 しを— ミ 度ち 自 in 空耳;'ををさ—ミニご 

靈送 a 體®点纔 。亥. 攫®固安 （シ-ズ ンの挪 め〉 

⑩を室！]ゴム数を迪轄は、麗巧で使屈しないで<ださい。 

壓がでの麵ま發比されています。 

. ◎麗巧でコム製送巧摩を使巧しているときは、膨澗、.収縮、変 k 、. をお、ひり翊がない方堀 
飄し、巧点のあるときは交換してください。，': ' ;: 

巧換の目安は、3年じ一度です。 

■瓣：9ンシ ー X ‘ン®初敞、適時） ， 

® 巧タンク巧は化やごみげたま0やすいをのです。給油のと客、点横して<ださい。 

巧タンク巧の化あき及び揺おは、巧タンクは麗の取扱説目 J 雷にがって巧って<ださい。 


这曰常の点検•手入れ 


圍煙契©讓続部®曠るを S {； h ッブ®鬧 H の-ズン蜘め、適時） 

◎煙突の接縮部、煙突 S ッブのはすのがないかを点橫してください。煙突が願資した0、巧が 
あいたりしていると超険ですので新しい物と巧換してくだまい。 ' 

©煙突のおくには燃えやすい物を麗なないでくだちい。' 

霉煙ち巧は結露で生じた氷滴ガ厲つてつまる与居除です。.点义時に、煙舆①つなぎ目やス!'•■一 
ブぶり巽常な煙ガおたらミ肖ん'して、煙突内部を点おしてください。 


圍定適画器®久 K レーす®婦驗 （ 適賦 


©をな面器には、ごみち除<ためのス S レーナガついています。 

ごみガたまると、归油①流れを妨げて、.十公な义力が出なくな0ます。 
巧のぶラ!こ撮除して < ださい。 . 



1. 巧タンクのち巧バルブを閉じて < ださい。 

2. ス S レ〜ナの熙除□じ荷ホしなどの麗紙を差し化知で、巧 
ガイドを巧り、その下に容器を濃いてス h レーナの止め 
なじをゆるめてはすしてください。 

を进面器のちれた口迸やごみが:全部流れ出まを。 

3. ス h •レーナを扱0出して、客のいな:0■巧の中ですすぎ茄 
いをして<ださい。（化で巧;0ないでくだまい。） 



組みなてるときは J ':; ぶ蟲赛黯覇類衾議顯畜 

感スレーナゴムバッキンを想むめよラにして <だを 
い。 

©ス K レ.■-ナを逆に入れないでくだをい。また、巧む 
靈が、曲すかち耀じなるぶラに取口ほけて<ださい。 
邊ス K レーナ①化めなじを、固く締め巧けてください。 
雪巧るれガないか疆認して <ださい。 


S 点火 tn — 夕®点後（シースンの初め） 

邊点义ヒータやお火し如じすすザ巧驢しますと、ホ飄ガ抵下した口、巧の吸上げガ顆くなつた 
0して窓义しにく<なり、 * 义不度の願因になります。 

点义ヒータの脫廢は入窓に巧ラ姐谭がありますので（燃焼南空気の斑密性保持のため)、脚す 
お貫い巧め①贩売运じ依頼してください。 









